
先天性内反足
● 症 状

● 原因・病態
●原因
原因は不明です。 

●病態
病気の基本は、①足の変形と②軟部組織の短縮・拘縮、③成長障
害の 3点です。
変形の構成は、１）尖足（足が下を向いている）、２）内反（足の
裏が内側を向く）、３）内転（足の先が内側を向く）、４）凹足（足
の裏がへこんでいる）の 4つからなり、この変形を作っている
のは骨の配列異常です。内反足では足の骨がすべて下を向き、
これらの骨の最も上にある距骨の周りに他の骨が内側に移動し
ています。また前足部の内側部分が内下方に曲がっています。
軟部組織の短縮・拘縮は、筋・腱・靱帯・関節包に生じて変形
を戻りにくくしています。　
生まれたときに生じているので、後に多少足が小さく育つとき
があります。

●先天性内反足とは―
生まれたときに足の先が内側と下を向き、
足の裏が内側を向いてへこんだ変形を示す
病気です。全体に硬く、簡単には手で矯正
できません。本来、先天性内反足は麻痺の
ない例を言いますが、後に麻痺性内反足と
診断される例もあります。  

●症状
成長期や成人期に変形が残ると、足の前外
側で立ち、踵は上がって床に着けなくなり
ます。
歩行時はつま先が内側を向く内曲歩行
（toe-in-gait）を示します。関節炎、疲労骨
折などにより痛みを生じます。
また、足の裏にタコ（胼胝）や皮膚の潰瘍
ができて、痛みの原因になったり、細菌に
よる感染を生じる原因になります。
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